
●国民年金に関するおたずねは　島根社会保険事務局出雲事務所（TEL 24－0042）
　　　　　　　　　　　　　　　市保険年金課（TEL 21－2211　内線4317）・各支所年金担当課

（1）免除制度について

国 民 年 金 シ リ ー ズ

　ただし、保険料の納付が困難な場合には、申請して認め
られれば保険料の納付が免除される制度があります。保険
料を未納のままにしておくと、将来年金が受けられなくなる
ことがありますので、納付が困難な場合にはご相談ください。

経済的な理由などで保険料を納めるのが困難な人は  ⇒  免除制度

　７月から、これまでの全額免除と半額免除に加え、４分の３免除と４分の１免除を加えた「多段階
免除制度」が創設されます。

【免除となる期間】　７月から翌年６月まで

所得の低い20歳以上30歳未満の人は  ⇒  若年者納付猶予制度

　２０歳以上３０歳未満で本人と配偶者の所得が一定以下の場合は、申請して認められれば保険料を後
払いにできます。
【猶予となる期間】　７月から翌年６月まで

所得基準※1 保険料（月額）※2

（扶養親族等の数＋1）× 35万円 ＋ 22万円 ⇒ 全額免除 0円

78万円 ＋ 扶養親族等控除額 ＋ 社会保険料控除額等 ⇒ 4分の3免除 4分の1納付 3,470円

118万円 ＋ 扶養親族等控除額 ＋ 社会保険料控除額等 ⇒ 半額免除 半額納付 6,930円

158万円 ＋ 扶養親族等控除額 ＋ 社会保険料控除額等 ⇒ 4分の1免除 4分の3納付 10,400円

※1　申請者本人・申請者の配偶者・世帯主の前年の所得が上記の所得基準以下の方が対象です。ただし、上記の基準を超えて
いても、失業や天災などの理由で免除が承認されることもあります。

※2　免除が認められても、全額免除以外の人は減額された保険料の納付が必要です。納め忘れると未納扱いになりますのでご
注意ください。

 「未納」と「免除・猶予」の違いは？ 

平成18年度の国民年金保険料は  月額13,860円  です。
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平成18年度の免除・猶予の申請は7月から受け付けます。受付場所は市保険年金課および各支所年金担当課です。

介護予防とは、要介護状態にならないように前もって予防すること、また、要介護状態になった場合にも、それ以
上悪化しないようにすることです〔写真は介護予防デイサービスでの体操の様子：西部高齢者健康交流館（西新町）〕

健診情報を活用して、
あなたに介護予防が必要か確かめましょう
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65歳以上限定

基本健康診査で心身機能について診査
○高齢者自身が記入する「基本チェックリスト」
○医師による診察・血圧測定・血液検査など

医師が診断結果を市に報告
診査の結果を市へ報告します。

心身機能の改善を促進
○運動機能や栄養状態が低下している方
○閉じこもりやうつ症状が見られる方
　など、生活の改善が必要と思われる方については、市から委託を受けた
「高齢者あんしん支援センター」や「在宅介護支援センター」が高齢者の
自宅を訪問し、日常生活の相談にのったり、介護予防事業の紹介を行った
りします。
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65歳以上を
対象に生活機能
チェックを実施

基本チェックリスト

介護保険課　高齢者福祉係

（TEL 24－6111）

出雲高齢者あんしん支援センター

（TEL 25－0707）

平田高齢者あんしん支援センター

（TEL 63－8200）

佐田高齢者あんしん支援センター

（TEL 84－0019）

多伎高齢者あんしん支援センター

（TEL 86－2612）

湖陵高齢者あんしん支援センター

（TEL 43－3930）

大社高齢者あんしん支援センター

（TEL 53－3232）

介護予防についての
おたずねは

4広報いずも２００６．６．２２5 広報いずも２００６．６．２２

未納の場合 免除・猶予を受けると…

年金を受け取る
ための資格期間に
は？

資格期間に入りません。
免除・猶予期間は、老後の年金である老齢基礎年金を受給するための資格
期間に反映されます。また、障害基礎年金・遺族基礎年金を受給するため
の期間にも入れることができ、満額が保障されます。

受け取る年金額は？ 老齢基礎年金額に反映さ
れません。

免除期間は老齢基礎年金額に下記のとおり反映されます。
全額納付したときに比べ 全額免除 ⇒ 3分の1として計算されます。
 4分の3免除 ⇒ 2分の1として計算されます。
 半額免除 ⇒ 3分の2として計算されます。
 4分の1免除 ⇒ 6分の5として計算されます。
猶予期間は年金額に反映されません。

保険料はいつまで
納められるの？

納期限から2年過ぎると
保険料を納めたくても納
められません。

免除・猶予期間分の保険料は10年以内であればさかのぼって納めることが
でき、年金額を満額に近づけることができます。ただし、免除・猶予を受け
た年度から2年を経過した保険料を納める場合には、当時の保険料額に経過
期間に応じた額が上乗せされます。




